
個人情報の保護に関する法律 

(審査会への諮問) 

第１０５条 開示決定等、訂正決定等、利用停止決定等又は開示請求、訂正請求

若しくは利用停止請求に係る不作為について審査請求があったときは、当該

審査請求に対する裁決をすべき行政機関の長等は、次の各号のいずれかに該

当する場合を除き、情報公開・個人情報保護審査会(審査請求に対する裁決を

すべき行政機関の長等が会計検査院長である場合にあっては、別に法律で定

める審査会)に諮問しなければならない。 

⑴から⑷まで ＜省略＞ 

２ ＜省略＞ 

３ 前２項の規定は、地方公共団体の機関又は地方独立行政法人について準用す

る。この場合において、第１項中「情報公開・個人情報保護審査会（審査請求

に対する裁決をすべき行政機関の長等が会計検査院長である場合にあっては、

別に法律で定める審査会）」とあるのは、「行政不服審査法第８１条第１項又は

第２項の機関」と読み替えるものとする。 

 

行政不服審査法 

第８１条 地方公共団体に、執行機関の附属機関として、この法律の規定により

その権限に属させられた事項を処理するための機関を置く。 

２及び３ ＜省略＞ 

４ 前３項に定めるもののほか、第１項又は第２項の機関の組織及び運営に関

し必要な事項は、当該機関を置く地方公共団体の条例(地方自治法第２５２条

の７第１項の規定により共同設置する機関にあっては、同項の規約)で定める。 

資料４ 


